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1  オートフィルの利用
「オートフィル」は、セル右下の■（フィルハンドル）を使って連続性のあるデータを隣接するセ
ルに入力する機能です。オートフィルを使って、データを入力しましょう。

1  オートフィルを使った日付の入力
セル範囲【D4：E4】に「7月」「8月」と入力しましょう。
※本書では、セル【D4】からセル【E4】までをセル範囲【D4：E4】と記載しています。

STEP5 オートフィルを利用する

① セル【C4】を選択し、セル右下の■（フィル
ハンドル）をポイントします。

マウスポインタの形が に変わります。

② セル【E4】までドラッグします。
ドラッグ中、入力される内容がポップヒントで
表示されます。

「7月」「8月」が入力され、 （オートフィルオ
プション）が表示されます。 

オートフィルオプション
「オートフィル」を実行すると、 （オートフィルオプション）が表示されます。
クリックすると表示される一覧から、書式の有無を指定したり、日付の単位を変
更したりできます。

連続データの入力
同様の手順で、「1月1日」～「12月31日」、「月曜
日」～「日曜日」、「第１四半期」～「第４四半期」
なども入力できます。
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 オートフィルのドラッグの方向
■（フィルハンドル）を上下左右にドラッグして、データを入力できます。

5月

5月

●左方向：減少する連続データ

●上方向： 
　減少する連続データ

●下方向：
　増加する連続データ

2月
3月
4月
5月

5月
6月
7月
8月

2月 3月 4月 5月  5月 6月 7月 8月

●右方向： 増加する連続データ

2  数式のコピー
オートフィルを使って数式をコピーすることができます。
セル【F5】の数式をコピーし、セル【F6】に「子供」の合計を求めましょう。

セル【F5】に入力されている数式を確認します。
① セル【F5】をクリックします。
② 数式バーに数式「=C5+D5+E5」と表示さ
れていることを確認します。

③ セル右下の■（フィルハンドル）をポイント
し、マウスポインタの形が に変わった
ら、【F6】までドラッグします。

数式がコピーされます。
※ 数式をコピーすると、コピー先の数式のセル参照は自
動的に調整されます。

セル【F6】に入力されている数式を確認します。
④ セル【F6】をクリックします。
⑤ 数式バーに数式「=C6+D6+E6」と表示さ
れていることを確認します。

ダブルクリックのオートフィル
■（フィルハンドル）をダブルクリックすると、隣接する列の最終行を自動的に認識し、連続データの入力や
数式のコピーができます。

 ■ためしてみよう■
セル【C7】の数式をコピーし、セル範囲【D7:F7】にそれぞれ「合計」を求めましょう。

① セル【C7】を選択し、セル右下の■（フィルハンドル）をポイント
② マウスポインタの形が に変わったら、【F7】までドラッグ


